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１．事業活動の概要

事業所名 株式会社　竹内土建

代表者氏名 代表取締役　中村　博起

所在地 〒８１４－０１７５　　福岡市早良区田村２丁目８－１６

環境管理責任者 原　淳一

担当者氏名 原　淳一

連絡先 ＴＥＬ：０９２－８０１－１１６８

ＦＡＸ：０９２－８０１－２３０４

メールアドレス soumu@takeuti.kouji.biz

事業の内容 土木工事　　　とび・土工工事　　　石工事　　　鋼構造物工事

ほ装工事　　　しゅんせつ工事　　　水道施設工事

事業年度 ６月　～　翌年５月

事業の規模

事業の沿革 福岡市早良区にて竹内土建として創業

福岡市早良区にて資本金５００万円で

　　　　　　　　　　株式会社竹内土建　設立

資本金１５００万円に増資

資本金３０００万円に増資

福岡市早良区内野に傍系会社　内野環境土木　設立

資本金４３００万円に増資

代表取締役　中村　博起　就任

活動の対象範囲 全社全事業

昭 和 49 年 ７ 月

平 成 28 年 4 月

1

平 成 ３ 年 ３ 月

平 成 ６ 年 11 月

平 成 ７ 年 ７ 月

平 成 13 年 ３ 月

昭 和 59 年 ４ 月

倉庫床面積 m2

２０２2年度

従業員数 人 7 9

1010 10

事務所床面積

単位 ２０２０年度 ２０２１年度

9

m2 91 9191



【基本理念】

株式会社　竹内土建は、

『環境を創造し、地球に優しい事業活動』

を掲げ、環境活動に積極的に取り組みます。

【基本方針】

1， 　当社は次の事項を重要なテーマとし、環境目標の設定・見直し等を行い

継続的な改善に努めます。

①　省エネ（ガソリン・軽油・灯油・電気）

　　二酸化炭素排出量の削減

②　建設資材の再利用率向上と廃棄物排出量の削減

③　節水

④　グリーン購入の推進

⑤　環境配慮工法の提案及び創意工夫の積極的な実施

２， 　環境関連法令等を遵守し、環境目標を設けて環境管理向上を図ります。

３， 　地域貢献の活動の推進（行政機関・団体等の環境保全施策に協力すると

共に、地域社会における環境保全に対し積極的に参画します。）

４， 　環境教育・訓練等の実施により、全ての従業員に環境方針を周知徹底し、

環境保全に関する意識向上を図ります。

５， 　建設業としての総合評価力の向上（会社の経営基盤安定と技術力向上で

総合評価レベル向上を目指す。）

制定 平成２０年１１月　２６日

改定 平成２１年　３月　　１日

改定 平成２６年　３月　　１日

改定 平成２７年　６月　　１日

改定 平成２８年　６月　　１日

改定 令和　元年　６月　　１日

改定 令和　３年１２月　　１日

改定 令和　４年１２月　　１日

株式会社　竹内土建

　代表取締役　中村　博起

環境経営方針

2

２．



３．実施体制

　　＜ＥＡ２１委員会＞

役割分担表

所　　属 役割・責任・権限

代表者
全体統括、環境方針の設定、環境への取組を実施するための資源の
準備、実施体制の評価と見直し、全体の評価と見直し

全従業員
環境方針の理解と環境への取組への重要性を自覚
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

ＥＡ２１委員会
６ヶ月に１回開催し、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実行
状況を審議する

ＥＡ２１事務局
ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理
電力、水消費量の管理
灯油消費量管理

環境管理責任者
環境管理責任者として、環境経営システムを構築し、運用し、その状
況を社長に報告する
環境法令等の評価と見直し

現場担当者
廃棄物の排出量管理
車燃料（ガソリン、軽油）消費量管理

3

代表者

環境管理責任者

ＥＡ２１事務局 現場担当者

従業員



４．環境経営目標

【事業所】

※１

※２

※３

※１

※１

【現場】

※１

※２

※１ 事業所の二酸化炭素排出量 ・ 廃棄物排出量 ・ 水使用量削減とグリーン商品使用について、

現場の二酸化炭素排出量削減についての基準は2020～2021年度実績の平均値とした

※２ 二酸化炭素排出量は、九州電力の2020年度調整後排出係数0.480kg-CO2/kWhを使用する

※３ 事業所の一般廃棄物は可燃ごみ等のリサイクルではないものを対象とする

※４ 事業所および現場では化学物質の使用はありません

件

ℓ

ℓ

ｔ

％

ｔ

％

工事高百万円当り

kg-CO2

ｋＷｈ

ℓ

ℓ

kg

ｍ
３

把握

把握 把握 把握

11.43以下 11.32以下 11.20以下

△1％ △3％

33.99

1

１現場 １品目以上

32.97以下

ℓ △1％ △2％ △3％
④軽油使用量の削減

②ガソリン使用量の削減

③灯油使用量の削減 56
55以下

工事高百万円当り

Kg-CO2

25.7以下

105.0

33.65以下 33.31以下

55以下

△1％

114.15以下

把握 把握

△2％

2024年度

把握

90以上

①電気使用量の削減 9,641
9,448以下

1,034以下

9,352以下9,545以下

112.99以下

2024年度

（2024.6～2025.5）

6,999以下

△3％

101.9以下

△3％

△3％

54以下

地域貢献活動の参画

2022年度の継続

（2024.6～2025.5）

102.9以下

2022年度の継続

95以上

把握

△2％ △3％

１品目以上

△3％

1,055

△3％

1,023以下

△2％

13品目以上

25.5以下

△1％

―

単位

―

7,215

基準

26.0

116.48

△2％

地域貢献活動の参画 地域貢献活動の参画

13品目以上

△1％

△1％

2022年度

13

2022年度継続の

1

2023年度

（2022.6～2023.5） （2023.6～2024.5）
基準

5 地域貢献活動（環境保全活動）の推進

グリーン商品の使用（環境ラベル表示製品）

水使用量の削減

2

―

環境目標

13品目以上

②ガソリン使用量の削減

4

環境配慮工法の
提案及び遂行

１品目以上

3

１品目以上

4

建設発生土のリサイクル率

グリーン商品の使用　※公共工事のみ

5 環境配慮工法の提案及び遂行

90以上 90以上90

4

環境目標 単位

品目

二酸化炭素排出量の削減

建設廃棄物の総排出量の把握

11.55
ℓ

廃棄物排出量の削減

二酸化炭素排出量の削減

①ガソリン使用量の把握

把握 把握

115.32以下

―

工事高百万円当り

95以上

把握

95以上

把握

―

△1％

△1％ △2％

25.2以下

△2％ △3％

1,044以下

104.0以下

△2％

△1％ △2％

2022年度

7,071以下

2023年度

（2022.6～2023.5） （2023.6～2024.5）

7,143以下

③軽油使用量の把握 ―

3

建設廃棄物のリサイクル率 95

2

建設発生土の総排出量の把握 ―

地域貢献活動の参画6 地域貢献活動（環境保全活動）の推進 ― ― 地域貢献活動の参画

6 人員の確保と建設業の資格取得と資格レベル向上 ― ― 活動の実施 2022年度継続の

7 ICTの対応で事務効率化と他社との差別化 ― ― ICTの対応 2022年度継続の 2022年度継続の

地域貢献活動の参画



５．環境経営目標とその実績の推移

【事業所】

判定

〇

△

〇

〇

2 〇

3 △

4 ×

5 ○

6 ○

・・・目標 ・・・実績

※１ 2022年度の事業所の二酸化炭素排出量 ・ 廃棄物排出量 ・ 水使用量削減とグリーン商品使用について、基準は2020～2021年度実績の平均値とした

（2020・2021年度については二酸化炭素排出量は2014～2016年度の平均値、廃棄物排出量は2020年度実績、水使用量は2018～2019年度の平均値）

※２ 二酸化炭素排出量は、九州電力の2020年度調整後排出係数0.480kg-CO2/kWhを使用する

（2020・2021年度については、九州電力の2017年度調整後排出係数0.463kg-CO2/kWhを使用した）

※３ 事業所の一般廃棄物は可燃ごみ等のリサイクルではないものを対象とする

※４ 事業所および現場では化学物質の使用はありません

※５ 判定については、目標に対して　〇・・・100％達成　　△・・・90％以上達成　　×・・・90％未満　とする

5

環境目標 細分 単位

二酸化炭素排出量の削減

50.0

水使用量の削減 給水量の削減 27.4 25.0 25.7

13

28.0

 ・・・基準年変更

2022年度

1

ｍ3

廃棄物排出量の削減 一般廃棄物の削減 kg 292.1

総　　　　　計 kg-CO2 7,525

27.7

―

電気使用量の削減 ｋＷｈ

72

ガソリン使用量の削減

実施

13

188.6 99.0 110.0 104.0

10

26.0

―

―

灯油使用量の削減
（11月～3月のみ使用）

ℓ 119

目標 実績 目標

118

1,067ℓ 1,078

実績

10,100 9,78010,208

7,247

―

参画

40

1,150 960

グリーン商品の使用
グリーン購入法適合
商品の優先的使用

品目 把握 13 13

地域貢献活動（環境保全活
動）の推進

地域貢献活動の参画

2020年度 2021年度

目標 実績

9,545 9,669

6,855

9,502

7,1437,446

55 36

9871,044

7,023

人員の確保と建設業の資格
取得と資格レベル向上

活動の実施 ― ― ―

参画― ― 参画 ―

6500
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2020 2021 2022

二酸化炭素排出量【kg-CO2】
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9500
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29

2020 2021 2022

水使用量
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50

100
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2020 2021 2022
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【現場】

判定

―

×

―

△

―

×

―

○

―

○

4 ○

5 ○

6 ○

7 ○

・・・目標 ・・・実績

※１ 現場の二酸化炭素排出量削減についての基準は2020～2021年度実績の平均値とした

（2020・2021年度については二酸化炭素排出量は2017～2019年度の平均値）

※２ 二酸化炭素排出量は、九州電力の2020年度調整後排出係数0.480kg-CO2/kWhを使用する

（2020・2021年度については、九州電力の2017年度調整後排出係数0.463kg-CO2/kWhを使用した）

※３ 事業所および現場では化学物質の使用はありません

※４ 判定については、目標に対して　〇・・・100％達成　　△・・・90％以上達成　　×・・・90％未満　とする

 ・・・基準年変更

2022年度

6

参画

ICTの対応で事務効率化と
他社との差別化

測量機「くいナビ」の使用 ― ― ― ― ― ― ICTの対応

― 2

地域貢献活動（環境保全
活動）の推進

地域貢献活動の参画 ― ― 参画 ― 参画 ―

1～4 １品目以上 1～4

2
環境配慮工法の提案及び
遂行

環境配慮工事の提
案及び遂行

件 ― 2 ―

グリーン商品の使用
※公共工事のみ

グリーン購入法適合
商品の優先的使用

１現場 １品目以上 1～4 １品目以上

把握 1,263.0

建設発生土のリサイクル率 ％ 90以上 100 90以上 100 90以上 100

95以上 100

3

建設発生土の総排出量の
把握

建設発生土
ｔ 把握 1,443.0 把握 986.0

把握 503.30 把握 166.70

建設廃棄物のリサイクル率 ％ 95以上 100 95以上 100
2

建設廃棄物の総排出量の
把握 コンクリート、アス

ファルト、汚泥他

ｔ 把握 148.27

把握 8,308

軽油使用量の削減 工事高百万円
当り　　ℓ 49.69 33.62 49.19 34.35 33.65 41.96

軽油使用量の把握 ℓ 把握 8,709 把握 8,146

把握 2,341

ガソリン使用量の削減
工事高百万円

当り　　ℓ 13.73 11.30 13.59 11.80 11.43 11.82

ガソリン使用量の把握 ℓ 把握 2,926 把握 2,807

把握 27,574

工事高百万円
当り　Ｋｇ-CO2 167.81 116.93 166.11 117.37 115.32 139.26

目標 実績

1 二酸化炭素排出量の削減

総　　　　　計
kg-CO2 把握 30,284 把握 27,934

環境目標 細分 単位
2020年度 2021年度

目標 実績 目標 実績

0

50

100

150

200

2020 2021 2022

二酸化炭素排出量【kg-CO2/百万円】

0

5

10

15

2020 2021 2022

ガソリン使用量【ℓ/百万円】

0

20

40

60

2020 2021 2022

軽油使用量【ℓ/百万円】



６．環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

１．二酸化炭素排出量の削減

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

２．廃棄物排出量の削減

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

３．総排水量の削減

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

４．グリーン商品の使用

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

５．環境配慮工法の提案及び遂行

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

６．地域貢献活動（環境保全活動）の推進

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

７．人員の確保と建設業の資格取得と資格レベルの向上

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

８．ICTの対応で事務効率化と他社との差別化

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

実施状況の判定 〇：実行されている ×：実行されていない ―：判定できない、該当しない

活動を継続する○

○

活動できている

○

○ ○ ○ ○

活動できている 活動を継続する

○ ○燃料消費が少なくなるような運搬経路の検討 ○ ○ ○ ○

○ ○○

○○

○

○ ○

○

○

○ ○

活動できている

○○ ○

○ ○

○

○

○

○

溜まり次第地域の
回収箇所へ届ける

○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

○

ペットボトルのキャップ回収

実施状況

○ ○ ○

○ ○

○

段ボール、空き缶はリサイクルへ

活動できている

活動できている

活動を継続する

地域貢献活動の参画

○ ○ ○ ○ ○

ごみの分別・清掃活動

○ ○

現 現場周辺の清掃活動・パトロール ○ ○ ○

事

○ ○

活動できている

１年間の評価

活動を継続する

○ ○

次年度の取組内容

活動を継続する

○ 活動できている

○ 活動できている

○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○

再生材を優先的に使用する ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○現

グリーン購入法適合
商品を優先的に使用

環境配慮工事の提案 工事に沿った環境配慮工法を考え、発注者へ提案する

実施状況

○ 活動を継続する

事 環境に配慮した物品等の調達 ○ ○ ○

○

○○

○

実施状況

○○

活動できている○

○○

○

活動できている

実施状況

活動を継続する○

活動できている 活動を継続する

○ 活動できている 活動を継続する○

○ ○

○

活動を継続する

活動できている 活動を継続する○ ○

○

○事
業
所

処分費の削減 古紙（書類・カタログ等）の分別 ○

現

詰め替え可能な製品の利用

古紙の利用

購入量の抑制
○

○

○

○ ○ ○○ ○○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○○

○

○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○

○○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○○

○ ○

○

○ ○ ○ ○○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○○

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○ ○

○

最小限の輸送方法の工夫(相乗り）

○

○○○

○ ○ ○

○

○

○ ○

○

○

○

7

取組目標 活動項目

取組目標

取組目標 活動項目 次年度の取組内容

１年間の評価

１年間の評価

１年間の評価

取組目標 活動項目

活動項目

廃棄物の適正処理

使用済み用紙の裏紙の利用

印刷前にプレビュー画面で確認しミスを無くし、無駄な印
刷をしない

事 節水活動の実施 節水活動の推進

建設副産物の削減・再利用・分別・ﾘｻｲｸﾙ

実施状況

取組目標

昼休み時間・残業・不要な電気の消燈

照明器具の定期的清掃、交換を行う等の適正管理
電気使用量の削減

夜間、休日は必要機器を除いて主電源を切る

活動項目

ガソリン使用量の削減

灯油使用量の削減
（11月～3月のみ使用）

○

取組目標 活動項目

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ等運転方法の配慮及び遂行（急発進・急加速・
空ぶかし等）

事
業
所

現
場 建設機械等は定期的自主点検の他、施工開始前の点

検

効率的な施工方法の検討

環境に配慮した建設機械の使用

軽油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

アイドリングストップの実施

適正な車両整備（ﾀｲﾔ空気圧・ｵｲﾙ交換）

○ ○

○

○ ○ ○

○

○

次年度の取組内容１年間の評価

活動できている 活動を継続する

○

○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

次年度の取組内容

次年度の取組内容

次年度の取組内容

１年間の評価
実施状況

環境配慮工法の遂行 排出ガス規制・低騒音機械の使用（リース機械も同様）
現

○ ○ ○

○ ○

活動を継続する○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

空調の適温化（夏２８℃、冬２０℃） ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

エアコン等との併用による、ストーブの効率的運用 ○ ○ ○○○

○ ○

取組目標 活動項目
実施状況

１年間の評価 次年度の取組内容

現 測量機「くいナビ」の使用 スマートフォン利用による測量の効率化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活動できている 活動を継続する

取組目標 活動項目
実施状況

１年間の評価 次年度の取組内容

事
資格者の育成、資格取得 講習会の実施、資格試験の受験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活動できている 活動を継続する

若手の育成（技術の継承） 現場での仕事を通した上での訓練 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活動できている 活動を継続する○ ○ ○ ○ ○ ○



７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。

６月１０日に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。
また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去３年間ありませんでした。

８．代表者による全体の評価と見直しの結果

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

遵　守

遵　守

遵　守
一定規模以上は建築４品目（ｺﾝｸﾘｰﾄ塊・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

マニフェストの交付・回収・保管の適正処理
1

2

3

4

廃木材・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊）の分別解体と再資源化

特定建設作業の届出

建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

特定建設作業の届出
振動規制法

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出

目標値については、 2022年度に変更したばかりのため、基準値は引き続き使用します。達成
出来ている項目は削減率を上げ未達成の項目は今年度の削減率で活動します。

コロナ禍において、社員の体調に気を付けて活動していきます。

8

法規等の名称 該当する遵守等事項、活動等 遵守状況

廃棄物処理法 遵　守

建設リサイクル法

騒音規制法

全体的に順調に活動出来ているので、これからも更に向上させるべく、以下の点について見直し
を行い     より良い活動へと継げていきます。

二酸化炭素排出量削減について事業所の場合は猛暑による夏季のエアコンの使用増加のた
めほぼ目標通り、現場の場合は燃料を多く使う攻守を含む公共工事の重複などによる軽油使
用量の増加等もあり達成はできませんでした。まだまだ目標値を大きく超えている月も多いた
め他の現場と連携をし使用料を減らせるよう検討していきたいです。

廃棄物排出量については、現場においては達成出来ているので、今後も適正な分別によるリ
サイクル処理に努め継続して取組んでいきます。今年度は古紙をトイレットペーパーに作り変
えるなど意識的に活動が出来ています。

水使用量の削減については、達成は出来ていませんが各自意識的に節水活動は行っていま
す。今後も継続して取組んでいきます。引き続きコロナ対策として手洗いを実践しつつ活動して
いきます。

グリーン商品の使用については、現場でついては目標達成は出来ています。事業所について
は手持ちのものを再利用するなど購入自体を控えていたため達成していません。来年も活動
を継続し備品購入の際は新規のグリーン商品の検討も行っていきます。

環境配慮工法においては、さらに工法の提案・遂行を図っていきます。



９．次年度の環境経営目標と環境活動計画

【事業所】

※１

※２

※３

※１

※１

【現場】

※１

※２

※１ 事業所の二酸化炭素排出量 ・ 廃棄物排出量 ・ 水使用量削減とグリーン商品使用について、

現場の二酸化炭素排出量削減についての基準は2020～2021年度実績の平均値とした

※２ 二酸化炭素排出量は、九州電力の2020年度調整後排出係数0.480kg-CO2/kWhを使用する

※３ 事業所の一般廃棄物は可燃ごみ等のリサイクルではないものを対象とする

※４ 事業所および現場では化学物質の使用はありません

90以上

１品目以上

2023年度の継続

地域貢献活動の参画

2023年度の継続

把握

把握

32.63以下

△4％

把握

95以上

（2026．6～2027．5）

111.82以下

△4％

把握

11.09以下

△4％

25.0以下

△4％

138品目以上

地域貢献活動の参画

2023年度の継続

2026年度

1,002以下

△5％

53以下

△5％

99.8以下

△5％

2026年度

（2026．6～2027．5）

6,854以下

△5％

9,255以下

△4％

9

2023年度の継続 2023年度の継続

7 ICTの対応で事務効率化と他社との差別化 ― ― ICTの対応 2023年度の継続 2023年度の継続

5 環境配慮工法の提案及び遂行 件 ―
環境配慮工法の
提案及び遂行

把握 把握

建設発生土のリサイクル率 ％ 90 90以上 90以上 90以上

3

建設発生土の総排出量の把握 ｔ ― 把握

把握 把握 把握

建設廃棄物のリサイクル率 ％ 95 95以上 95以上 95以上

32.97以下

ℓ △1％ △2％ △3％

2

建設廃棄物の総排出量の把握 ｔ ―

④軽油使用量の削減
工事高百万円当り

33.99
33.65以下 33.31以下

△2％ △3％

③軽油使用量の把握 ℓ ― 把握 把握 把握

把握

②ガソリン使用量の削減
工事高百万円当り

11.55
11.43以下 11.32以下 11.20以下

ℓ △1％

①ガソリン使用量の把握 ℓ ― 把握 把握

115.32以下 114.15以下 112.99以下

Kg-CO2 △1％ △2％ △3％

2024年度 2025年度

（2023．6～2024．5） （2024．6～2025．5） （2025．6～2026．5）

1

二酸化炭素排出量の削減
工事高百万円当り

116.48

― 活動の実施 2023年度の継続 2023年度の継続

環境目標 単位 基準
2023年度

25.7以下 25.5以下 25.2以下

△1％ △2％ △3％

101.9以下 100.8以下

△2％ △3％ △4％

3 水使用量の削減 ｍ
３ 26.0

54以下

△2％ △3％ △4％

2 廃棄物排出量の削減 kg 105.0
102.9以下

1,013以下

△2％ △3％ △4％

③灯油使用量の削減 ℓ 56
55以下 54以下

9,352以下

△1％ △2％ △3％

②ガソリン使用量の削減 ℓ 1,055
1,034以下 1,023以下

①電気使用量の削減 ｋＷｈ 9,641
9,545以下 9,448以下

7,071以下 6,999以下 6,926以下

△2％ △3％ △4％

2024年度 2025年度

（2023．6～2024．5） （2024．6～2025．5） （2025．6～2026．5）

1

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 7,215

グリーン商品の使用（環境ラベル表示製品） 品目 13 13品目以上

環境目標 単位 基準
2023年度

13品目以上 138品目以上

4 グリーン商品の使用　※公共工事のみ １現場 １品目以上 １品目以上 １品目以上 １品目以上

4

地域貢献活動の参画

5 地域貢献活動（環境保全活動）の推進 ― ― 地域貢献活動の参画

6 人員の確保と建設業の資格取得と資格レベル向上 ―

（１）　環境経営目標

地域貢献活動の参画 地域貢献活動の参画

6 地域貢献活動（環境保全活動）の推進 ― ― 地域貢献活動の参画 地域貢献活動の参画



２．廃棄物排出量の削減

現

３．水使用量の削減

事

４．グリーン商品の使用

事

現

５．環境配慮工法の提案及び遂行

６．地域貢献活動（環境保全活動）の推進

現

７．人員の確保と建設業の資格取得と資格レベルの向上

８．ICTの対応で事務効率化と他社との差別化

現

10

スケジュール

６～８月 ９～１１月 １２～２月 ３～５月

測量機「くいナビ」の使用 スマートフォン利用による測量の効率化

事
講習会の実施、資格試験の受験

現場での仕事を通した上での訓練

取組目標 活動項目

人材確保 ①資格者の育成、資格取得

②若手の育成（技術の継承）

取組目標 活動項目
スケジュール

６～８月 ９～１１月 １２～２月 ３～５月

現場周辺の清掃活動・パトロール

スケジュール

６～８月 ９～１１月 １２～２月 ３～５月

事
地域貢献活動の参画

ごみの分別・清掃活動

段ボール、空き缶はリサイクルへ

ペットボトルのキャップ回収

現
環境配慮工法の提案 工事に沿った環境配慮工法を考え、発注者へ提案する

環境配慮工事の遂行 排出ガス規制・低騒音機械の使用（リース機械も同様）

取組目標 活動項目

環境ラベル表示製品を優先的に使用
環境に配慮した物品等の調達

再生材を優先的に使用する

取組目標 活動項目
スケジュール

６～８月 ９～１１月 １２～２月 ３～５月

取組目標 活動項目
スケジュール

６～８月 ９～１１月 １２～２月 ３～５月

スケジュール

６～８月 ９～１１月 １２～２月 ３～５月

節水活動の実施 25.7m3以下 節水活動の推進

詰め替え可能な製品の利用

処分量の削減 古紙（書類・カタログ等）の分別

廃棄物の適正処理 建設副産物の削減・再利用・分別・ﾘｻｲｸﾙ

取組目標 活動項目

スケジュール

６～８月 ９～１１月 １２～２月 ３～５月

事

古紙の利用 使用済み用紙の裏紙の利用

購入量の抑制
印刷前にプレビュー画面で確認しミスを無くし、無駄な印刷をしない

軽油使用量の削減 百万円当り33.65ℓ以下

建設機械等は定期的自主点検の他、施工開始前の点検

効率的な施工方法の検討

環境に配慮した建設機械の使用

取組目標 活動項目

適正な車両整備（ﾀｲﾔ空気圧・ｵｲﾙ交換）

灯油使用量の削減
（11月～3月のみ使用）

55ℓ以下 エアコン等との併用による、ストーブの効率的運用。

現
場

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 百万円当り11.43ℓ以下

エコドライブ等運転方法の配慮及び遂行（急発進・急加速・空ぶかし等）

最小限の輸送方法の工夫（相乗り）

燃料消費が少なくなるような運搬経路の検討

事
業
所

電気使用量の削減 9,545kWh以下

昼休み時間・残業・不要な電気の消燈

照明器具、空調機の定期的清掃、交換を行う等の適正管理

空調の適温化（夏28℃、冬20℃）

夜間、休日は必要機器を除いて主電源を切る

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 1,034ℓ以下
アイドリングストップの実施

（２）　環境活動計画

取組目標 活動項目
スケジュール

６～８月 ９～１１月 １２～２月 ３～５月



１０．その他
当事業所において行った環境への取り組み

★社員の施工技術の向上

★地下埋設物現場調査

★監督員現場立会

VR事故体験・安全教育建設システム講師による講習会

　安全管理員の指示のもと地中探査機による調査

監督員立会によるマーキング及び掘削作業

11



★現場作業環境

★作業環境保全

★社員及び協力業者の体調管理

集塵機使用（監督員立会） ソーラー発電の使用

12

遮熱ヘルメットの配布（熱中症予防） 作業前の血圧測定の実施

現場周囲清掃



★リサイクル・資源循環・社会貢献

　　　　　③ 「くすの木学園」にてトイレットペーパーに巻紙をして製品となる。

　　　　　　　※古紙の運搬や巻紙をすることで、身障者・障害者の雇用を守り、資源の循環と

　　　　　　　　 社会貢献につなげる。

13

　　　　　① 事業所の古紙を、社会福祉法人ふじのやま「富士市立くすの木学園」へ郵送する。

　　　　　② 「くすの木学園」よりコアレックス信栄㈱（古紙再生企業）へ運搬し、リサイクルする。

会社より発生した古紙をトイレットペーパーにリサイクル
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